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第２章　アクセシビリティ点検を行う
ウェブヘルパー Ver1.0には、以下の５つの機能があります。
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　ウェブヘルパー Ver1.0のメイン機能

①【アクセシビリティ点検】機能
HTMLのアクセシビリティの点検を行うための、一番基本的な機能です。

点検対象となるHTMLを１つ指定することで、指定したHTMLがどれくらいアクセシビリティを考慮して作られているかを点検し、その結果を表示します。

[image: image14.png]WHITIANS - SHER =loix|

D7 VEEBETED ToEVEUF (1T0LT g

Y& tho & HBBEBEDBE > TULE 7

< hitp:fwwwe jwas gt jpielperiaboutindex html >
IZHLT, St LIb< b U SILA>TERETLE L

CO9IT2 T SINRERLL TE LA ECAS T,
BEASRAOBBAERETEE LN <ETLA> ERFTTELEYET .

- SEBOKEA. ORR. B Do ABERLET.
G0 o 5 OB TN E T )

- SEBOSMCHTINS: 7 [TERORE, WRILELABERLET,
BT TTHERL T HEENERSNET, )
(EEERITLUBRRERITTON. TORRISRERO L bE LT BRTINET, )

SRERITHLT,
i< 9 >TT,
?OR#IT< 32 > T,

21 ETRASNHIAHL. CORERATH L IRATHRAND LIITLTHT
7 201 RROEIE OB LI CRAEINTOEE by @)

61 234N FELTHEDDLIIC, HEOL I & LEXEEED |
7 6L1RE LAY —IBAIAEORETE . AESEPEBECE > TOET A, (7)

71 FSOYEOI—Y-T-T =L FTEEORRD Y v NI SREFTH S ETIL, BEARNS 5 IS D
7 111 BEOSETE@EMEREL TOEE b, @)

141 ZOYA FONBIIEDET, ROIETIEELSITTS
7 LI ERTHMYDTORE LIDHF R TOET S, O)

BEE QYT VHIEENELTAE L) -

S| e e

zrosmn | smemwn | mmwoRos |




目的別簡易チェック機能

②【フォルダ一括簡易チェック】機能

③【文章構造チェック】機能
アクセシビリティ点検機能のような網羅的な点検はできませんが、ある特定の点検項目に関してのみ点検する場合に使うと便利な機能です。
フォルダ内の複数のファイルを一度に点検できる【フォルダ一括簡易チェック】機能と、見出し要素（タグ）について点検する【文書構造チェック】機能があります。
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目的別簡易編集機能

④【タイトルエディタ】機能
⑤【ＡＬＴエディタ】機能
アクセシビリティ確保の観点から、HTMLファイルの編集に使うと便利な機能です。

複数のファイルのタイトルが適切に付けられているかを確認しながら必要に応じて修正できる【タイトルエディタ】機能と、一つのファイル内の画像（IMG要素）に付けられているALT属性を確認しながら必要に応じて修正できる【ALTエディタ】機能があります。

以下では、それぞれの機能の利用方法について順番に説明します。

まず最初に、一番基本的な機能である【アクセシビリティ点検】機能を使って、HTMLコンテンツのアクセシビリティを点検してみましょう。
６　【アクセシビリティ点検】全体の手順
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ウェブヘルパー Ver1.0を使ったHTMLコンテンツの「アクセシビリティ点検」は、以下のような手順で行います。１つのファイル（１ページ）毎にこの手順を繰り返します。
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1 点検対象のファイル（URLかファイル名）を指定します。
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2 点検の条件（点検レベルや点検項目）を設定します。
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3 テーブル要素の利用目的を分類するためにテーブル確認を行います。
テーブル要素（tableタグ）を使っている目的（データ表かレイアウトか）によって点検方法が異なりますので、最初に分類が必要となります。


4 点検を開始します。



5 自動点検の点検結果が表示されます。


6 手動点検で？マークを判定します。
自動点検だけでは判断しきれない項目が？項目として残ります。ウェブヘルパーからの問い合わせに回答しながら？マークを自ら判定してください。


7 点検結果を確認し、問題点を把握します。

以上で点検は完了です。もし×が出てしまったら、どこの部分が、なぜ問題点と指摘されたのかを確認してください。

8 点検処理の次の手順に進みます。
次に、1）エディタを使って×の部分を修正する、2）点検結果のレポートを出力する、3）次候補URL（リンク指定先）の点検、などに進んでください。
７　アクセシビリティ点検を開始するまで


1 点検対象のファイル（URLかファイル名）を指定します。
アクセシビリティを点検したいHTMLファイルを指定します。

ウェブヘルパー Ver1.0では、インターネット上のHTMLコンテンツのほか、自分のパソコンのハードディスク内などローカルネットワーク環境でアクセスできるHTMLファイルも点検することができるようになりました。
　点検対象を指定する枠内に、URL（http://www.jwas.gr.jp/index.html等）か、もしくはファイル名（C:/WINDOWS/My Documents/index.html など）を入力してください。ファイル名を指定する場合には、【参照】ボタンを使ってファイルを探し出すだすこともできます。
重要！

· フレームを使っている場合は、フレームセットを定義したHTMLページとは別に、各フレームを構成する全てのページを個別に点検してください。
注意！

· ウェブヘルパー Ver1.0は、HTMLとcompact-HTMLに対応しています。

· XMLは、一部の点検項目を除くと点検することは可能です。

· 携帯電話用はi-mode向けのみで、ez-webやJ-skyなど向けコンテンツには対応していません。

· URLがhttpsから始まるページの点検は行えない場合があります。

· cgiで動的に生成されるページを点検することはできません。

点検対象のファイルを指定したら、次にそのファイルのHTML形式を選択してください。HTMLかcompact-HTML（i-mode向けコンテンツの場合）を選ぶことができます。

通常のホームページを点検する場合には、HTMLを選んでください。


2 点検の条件（点検レベルや点検項目）を設定します。
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点検の条件として、点検レベルを選ぶか、点検項目を個別に指定します。

点検レベルは、シングルＡからトリプルＡ（AAA）までの３段階に分かれています。この点検レベルは、ウェブヘルパーが点検の仕組みの拠りどころにしているWCAG1.0の優先度に準じています。目標とする点検レベルを３段階の中から選んでください。

【参考】WCAG1.0の点検レベルと優先度について

WCAG1.0では、14個のガイドラインごとに複数のチェックポイントが挙げられており、合計65個のチェックポイントがあります。それぞれのチェックポイントは、アクセシビリティに与える影響に基づく「優先度」が指定してあり、［優先度１］から［優先度３］までの３種類があります。
	優先度
	重要性
	WCAG1.0での位置づけ

	優先度１
	高い
	コンテンツ制作者が満たさねばならない優先度

	優先度２
	やや高い
	コンテンツ制作者が満たすべき優先度

	優先度３
	やや低い
	コンテンツ制作者が満たすべき事を望まれる優先度


そのうえでWCAG1.0では、それぞれの優先度を満たしているコンテンツに対して、３段階の「適合度」を規定しています。 

	適合度
	WCAG1.0での位置づけ

	Ａ（A）
	優先度１のすべてのチェックポイントに適合

	ダブルＡ（AA）
	優先度１と２のすべてのチェックポイントに適合

	トリプルＡ（AAA）
	優先度１～３のすべてのチェックポイントに適合


点検レベルを選択する以外に、個別に点検項目を指定して点検することもできます。例えば、「全ての画像（img要素）に代替テキスト（ALT属性）が指定されているかだけを確認したい」といった場合に便利です。
点検レベルが選択されている場合、【個別指定】ボタンは使えない状態になっていますが、個別指定の○をチェックすると【個別指定】ボタンを押すことができるようになり、それをクリックすると点検項目を選択する次のページに移動します。
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ここでは、点検したい項目を個別にチェックします。一つだけでなく、複数の点検項目を選ぶことができます。

上に並んだ【テーブル】【画像】【マルチメディア】【文書構造】をそれぞれ選択（クリック）することで、それぞれのテーマに関連した点検項目をまとめて選択することができます。複数のテーマを併せて選択することも可能です。
【全選択】をクリックすると、全ての点検項目が選択されます（トリプルＡの点検と同じ）。【全削除】をクリックすると、既に選択した点検項目がクリアされます。
設定が終わりましたら、最下段にある【設定終了】をクリックしてください。もし何も選択せず、前の画面に戻りたい場合は、【キャンセル】をクリックしてください。


3 テーブル要素の利用目的を分類するためにテーブル確認を行います。

テーブル関連の点検をおこなう場合（点検レベルA、ダブルA、トリプルA、および個別指定でテーブル関連の点検項目が選択されている場合）には、点検を開始する前に、テーブル要素（tableタグ）を使っている目的が「データ表」か「レイアウト」かによって点検方法が異なるため、分類しておく必要があります。
「点検対象」「HTML形式」「点検レベル」の３項目の入力と選択が済んだら、【テーブル確認開始】ボタンをクリックしてください。

注意！

· 点検レベルを個別指定して、テーブル関連の点検項目を選択しなかった場合は、　　【テーブル確認開始】ボタンは選択できません。点検開始に進んでください。
テーブルの点検が終了すると、テーブル要素（tableタグ）が使われていた場合、テーブル要素ごとに一覧が左側の枠内にリストで表示されます。もしテーブル要素が使われていなければ、何も表示されません。


左枠内にテーブル確認用の一覧が表示された場合、表示されているテーブル番号を選択すると、右側には該当テーブルのHTMLソースが表示されます。またHTMLソースを見ただけではどのテーブルか分からない場合は、【ブラウザで表示】ボタンをクリックするとブラウザが起動し、該当箇所のテーブルに？マークが付いて表示されます。

左側の枠内に表示されたテーブル要素の全リストを順番に選択しながら、そのテーブル要素の利用目的が「レイアウト用」か「データ表」かを指定してください。
重要！

· 最初は、全てレイアウト用に指定されます。

· もし、データ表が一つも使われていない場合（全部がレイアウト用の場合）は、そのまま何も設定せず、先に進むことができます。データ表がある場合には、必ずどれがデータ表かを探し出して、それをデータ表に指定し直してください。

【参考】テーブル確認の省略方法について
データ表を使っているコンテンツを点検する場合には、このテーブル確認の作業がとてもたいへんになります。そこで、テーブル要素のサマリー属性に以下のような工夫をしていただくことで、この確認作業を簡便にすますことができます。
1）テーブルをデータ表として指定する場合

テーブル要素（tableタグ）のサマリー属性（summary）に、「データ」（全角カタカナ）か「data」（大文字・小文字どちらでも可）の文字列を入れるようにしてください。そうすると、ウェブヘルパー Ver1.0はその表がデータ表だと判断します。

例：　<table summary="アクセス回数のデータ表です">

2）テーブルをレイアウト用として指定する場合

テーブル要素のサマリー属性に、「レイアウト」（全角カタカナ）か「layout」（大文字・小文字どちらでも可）の文字列を入れるようにしてください。そうすると、ウェブヘルパー Ver1.0はその表がレイアウト用だと判断します。

例：　<table summary="この表はレイアウトを整える表です">

　 

　※ただし、サマリー属性にデータ表だと判断する文字列（「データ」「data」）とレイアウト用だと判断する文字列（「レイアウト」「layout」）が混在している場合は、自動的に判断できず確認の問い合せが発生します。


4 点検を開始します。

以上で、点検の準備が完了です。
最下段に表示された【点検開始】ボタンをクリックしてください。ウェブヘルパー Ver1.0が指定されたHTMLコンテンツのアクセシビリティを点検します。
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点検開始！
８　アクセシビリティ点検結果を確認する



5 自動点検の点検結果が表示されます。

点検開始を実行すると、ウェブヘルパー Ver1.0は自動的にHTMLのソースを解析し、WCAG1.0に沿ってアクセシビリティを点検した後、その結果をレポートします。

重要！

· ウェブヘルパーは、全てのアクセシビリティ点検を自動的に行うことはできません。最初の点検結果は自動点検のみの結果です。必ず手動点検が必要です。
×マークは、自動点検で発見された問題点を指摘しています。

？マークは、自動点検では疑わしいとしか判断できず、別途手動点検が必要な箇所を指摘しています。
同じ点検項目でも複数個の問題箇所が見つかった場合には、「○項目・△箇所の問題点」といった形でレポートされます。




6 手動点検で？マークを判定します。

自動点検結果のレポートで？マークが表示された項目全てについて、ウェブヘルパー Ver1.0の問い合わせに回答しながら、手動点検を実施します。

？マークが付いた項目をダブルクリックすると（選択してEnterキーを押す）、「？項目確認画面」が表示されます。
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「内容の説明」をよく読み、問題には繋がらないか、あるいは問題に繋がる可能性があるかどうかをご自身で判定して、当てはまる選択肢にチェックを入れてください。
ウェブヘルパー Ver1.0の自動点検では、疑わしいと判定された箇所に？マークが付きますので、問題無しか問題ありという二者択一の答えだけでなく、そもそも点検対象外という場合もあり得ます。その場合は「対象外」を選択してください。
選択肢にチェックしたら【決定】ボタンをクリックしてください。もしここで判定しない場合は、【スキップ】ボタンをクリックしてください。なお、決定した選択肢も後から変更することは可能です。
この手動点検で問題ありと判断した？は、×マークに変わります。反対に問題なしと判断した？は○マークに変わります。

もし先の手動点検の判断を変更したい場合は、再度その点検項目を選択した上で、下段に並んだ実行ボタンの中にある【？項目再設定】ボタンをクリックしてください。
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ウェブヘルパーが指摘している問題点の場所が分からない場合には、以下の二つの手段で確認することができます。
確認したい項目を選択した上で、以下のいずれかのボタンをクリックしてください。
[image: image7.emf]


a.表示画面上で該当箇所を確認　　　　　　　　　　　　　b.ソースで該当箇所を確認


7 点検結果を確認し、問題点を把握します。

以上の自動点検と手動点検で、ウェブヘルパー Ver1.0を使ったアクセシビリティ点検はひとまず完了です。
点検結果を確認しながら、問題点を把握しましょう。

（ア）問題点の内容や修正方法についての把握

×マークの付いた項目をダブルクリック（選択してEnterキーを押す）してください。
ブラウザが立ち上がり、その項目に関しての「１アクセシビリティ上の問題点」と「２問題点の修正方法」についての解説を読むことができます。
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（イ）問題箇所の把握

問題点として指摘されている箇所は、手動点検の時と同様に、表示画面上で該当箇所に×マークを表示させて確認するか、ソース上で該当箇所に×マークを表示させて確認することができます。

確認したい項目を選択した上で、以下のいずれかのボタンをクリックしてください。

[image: image10.emf]


a.表示画面上で該当箇所を確認　　　　　　　　　　　　　b.ソース上で該当箇所を確認




注意！

· HTML全体にわたる問題点や外部CSSに関する問題点などの場合は、表示画面上やソース上でその位置を特定することができませんので、一番先頭に×マークを並べて表示します。

· ×マーク内に表示されている数字は、優先度の数字です。

×1　･･･ 優先度１の問題点

×2　･･･ 優先度２の問題点

×3　･･･ 優先度３の問題点


8 点検処理の次の手順に進みます。
点検結果を確認し、問題点が把握できたら、ウェブヘルパー Ver1.0を使ったアクセシビリティ点検の作業は一段落です。しかし、問題点をそのままにしておいたら点検をした意味がありません。
次に、問題点を修正する作業に取り掛かりましょう。
（ア）修正作業
ウェブヘルパー Ver1.0の点検結果表示画面の最下段に、【エディタ起動】【点検結果出力】【次候補URL一覧】の３つのボタンが並んでいます。
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【エディタ起動】を実行すると、環境設定で指定したテキストエディタのプログラムが起動し、点検を実施したHTMLソースを直接修正する作業に移ることができます。

重要！

· 修正を行ったら、再度ウェブヘルパーを使ってアクセシビリティ点検を実施し、目標のレベルが達成されているかどうかを確認しましょう。
（イ）点検結果の出力
【点検結果出力】を実行すると、ウェブヘルパー Ver1.0を使ったアクセシビリティ点検結果を、レポートとしてCSV形式のファイルに出力することができます。

【点検結果出力】ボタンをクリック（選択してEnterキーを押す）すると、ファイルの保存先を指定するダイアログが表示されるので、「保存先のフォルダ」と「保存するファイル名」を指定して、保存を実行してください。

[image: image12.png]B Microsoft Excel - FA0bs7cov R R R g | e
e

@) 71D REQ FrWw HAO BRQ
DEHSESRY|[L BB -I|o-c gz - @@ -0. @tk o % wimeroo. 2

VD F-RD 0w ALTE ERIEAALTES

WS PIuh M -B U D%, W% H-&-A-,
A0 - A FER
A B @ D E F G H i J5
1 DT = Verl 00
2 | mixiEREH B 2003/5/13 17:4418
3
4 |miETIS http://wenw. jwas. ar.ip/ helper/about/index html
5 |HTMUESL Html
6 | miRL L FUZILA
7| xIEEH 16
8 | 2 THEFM 0
9
10 [EE—8 1
[
12 B QT Uil EE DSBSl SEL ALY
13 11 FHF2LS BRI FEQRBER-TTFEMNTS
14 o 111 BEORDYSI3TF D AESNTNET,
15 o 112 BEORYETS: LRBAXC DU D ELIEES T ET,
16 o 11 3R ELTEASh T 3B, BERODYLL TR DR
17 (e} 14T Tk ORI FF A D EESNTOET,
18 e} 1154 TDx0b(FOT5 LOEE) ORDYLISTFIADEBSATL
19 o 116 FEOHDYLIZTF D NTLBh,
20 o 117 BEPEEOHRDYLEETF BEhTLhET,
21 o 118 I —LORT LI —LROREENELGRBSNTHET,
22 o 118 AA—DZy I TRENB I, U O5Rd 74 2 hES s
28 o 1110 29UF O VEGEFF 2D EBESNTLET,
24 O 1115 BEORETF 2 EBHOH AT Ti-TLET,
25 12 B ==Y AFAA—D 2y T OEBREREDTF Vo TEHFE
26 \sant O 121 4;<~~J7ﬁf@ém5‘J>7'r%$ﬁ(zﬁb5 %#»xméaﬁlémtﬁjj

BE- 5 [4-r70- N NOCEHE A4S RE| - L-A-S=586.

NUM




　　　　　　　　　　　　点検結果出力ファイル（CSV形式）
（ウ）次候補ＵＲＬの点検
修正が済んで、必要に応じて点検結果レポートの出力を終えたら、次のHTMLコンテンツの点検に移りましょう。

【次候補URL一覧】ボタンをクリックすると、先に点検したHTMLコンテンツの中でリンク先が指定されていたURLやファイル名の一覧が表示されます。その中から次に点検したいHTMLコンテンツを選んで、引き続き点検作業を行うことができます。
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×マークの付いた項目をダブルクリック（選択してEnterキー）してください





？マークの付いた項目をダブルクリック（選択してEnterキー）してください





WCAG1.0に沿った優先度別の点検結果レポート一覧





※2.1.1等の数字は、WCAG1.0のチェックポイントに相当


※項目の後ろの括弧数字は問題箇所の総数





自動点検結果の総評
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